
国有林の保護林
～制度創設から100年を迎えて～

　
世
界
自
然
遺
産
や
国
立
公
園
に
つ
い
て
耳
に
す
る
機
会
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
国
有
林
の
「
保
護
林
」
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
保
護
林

と
は
、
国
有
林
に
お
い
て
特
に
厳
格
に
保
護
・
管
理
を
行
っ
て
い
る
森
林
で
、
実
は
知
床
や
屋
久
島
な
ど
、
日
本
の
世
界
自
然
遺
産
の
ほ
と
ん
ど

は
保
護
林
で
す
［
写
真
１
］。
保
護
林
制
度
は
１
０
０
年
前
の
大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
、
日
本
で
初
め
て
の
自
然
保
護
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
保
護
林
制
度
の
１
０
０
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
保
護
林
の
保
護
・
管
理
の
方
針
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

保
護
林
制
度
の
歴
史

　

保
護
林
制
度
は
大
正
４
年
の
農
商
務
省
山

林
局
長
通
牒
「
保
護
林
設
定
ニ
関
ス
ル
件
」

を
も
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。
保
安
林
等
の
法

令
に
よ
り
制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
る
森
林
に

加
え
て
、
学
術
の
参
考
、
風
致
の
維
持
、
高

山
植
物
保
存
等
に
資
す
る
森
林
を
、
国
有
林

の
経
営
主
体
で
あ
る
政
府
自
ら
が
保
護
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
も
の
で
、
当
時
と
し
て
は

画
期
的
な
制
度
で
し
た
。

　

発
足
初
年
の
大
正
４
年
に
は
、
学
術
参
考

保
護
林
と
し
て
鹿
児
島
県
の
霧
島
山
や
高
知

県
の
白
髪
山
［
写
真
２
］、
風
致
維
持
保
護
林

と
し
て
京
都
府
の
嵐
山
［
写
真
３
・
４
］
な
ど

合
計
５
箇
所
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
に

は
長
野
県
の
上
高
地
［
写
真
５
］
も
学
術
参

考
保
護
林
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
大
正
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
設
定
さ
れ
た
保
護
林
の

多
く
は
、
後
に
創
設
さ
れ
た
自
然
公
園
や
天

然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
国
有
林

が
日
本
の
自
然
保
護
制
度
の
基
礎
を
築
い
た

と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
後
、
自
然
保
護
の
気
運
の
高
ま
り
と

と
も
に
保
護
林
の
面
積
は
拡
大
し
、
昭
和
48

（
１
９
７
３
）年
の
国
有
林
の
公
益
的
機
能
の

維
持
増
進
に
向
け
た
政
策
転
換
も
あ
り
、
昭

和
50（
１
９
７
５
）年
に
は
14
万
ha
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
元（
１
９
８
９
）年
に
は
、
保
護
林
内

に
核
心
地
域
と
緩
衝
地
域
を
設
定
し
て
保
護
・

管
理
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
る
な
ど
の
制
度
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
と
き
新
設
さ
れ
た
保
護
林
区
分
の
一
つ
で

あ
る
「
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
は
、
世
界

自
然
遺
産
な
ど
の
価
値
を
将
来
に
渡
り
守
る

春の屋久島。大正 11 年に保護林に指定され、世界遺産地域の大部分は保護林（森林生態系保護地域）

大正 4 年に保護林に指定された高知県の白髪山
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取 組
国有林野事業の



的
な
保
護
林
区
分
を
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
７

種
類
で
あ
っ
た
保
護
林
を
「
森
林
生
態
系
保

護
地
域
」、「
生
物
群
集
保
護
林
」、「
希
少
個

体
群
保
護
林
」
の
３
種
類
に
再
編
し
ま
し
た

［
図
１
］。
ま
た
、
自
立
的
復
元
力
を
失
っ
た

森
林
を
、
潜
在
的
自
然
植
生
を
基
本
と
し
た

生
物
群
集
へ
誘
導
す
る
「
復
元
」（
※
）
の
考
え

方
の
導
入
、
専
門
的
な
知
見
を
活
用
し
た
簡

素
で
効
率
的
な
管
理
体
制
の
構
築
等
も
行
い

ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
新
た
な
制
度
の
下
、
引
き

続
き
国
有
林
に
お
け
る
生
物
多
様
性
保
全
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
今
後
、
保
護
林
に
対

し
て
行
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
あ
り
方
の

見
直
し
、
国
際
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
保

護
林
の
登
録
等
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
広
く

皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
国
際
的
な
評
価
も
得
ら
れ
る
よ
う
、
保

護
林
の
適
切
な
保
護
・
管
理
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

た
め
の
仕
組
み
と
し
て
国
際
的
に
認
め
ら
れ

て
お
り
、
知
床
、
白
神
山
地
、
小
笠
原
諸
島
、

屋
久
島
の
保
護
林
の
ほ
ぼ
全
域
が
、
世
界
自

然
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27（
２
０
１
５
）年
４
月
現
在
で
、
保

護
林
は
96
・
８
万
ha（
８
５
５ 

箇
所
）設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
保
護
林
制
度
は
、
時
代
に
合

わ
せ
て
制
度
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
利

用
す
べ
き
森
林
と
保
護
す
べ
き
森
林
を
明
確

化
し
、
林
業
と
自
然
保
護
が
共
存
し
た
森
林

経
営
の
モ
デ
ル
を
示
す
な
ど
の
様
々
な
成
果

を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

新
た
な
保
護
林
制
度
が

ス
タ
ー
ト

　

現
代
に
至
る
ま
で
原
生
的
な
天
然
林
や
貴

重
な
野
生
生
物
の
保
護
等
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
き
た
保
護
林
制
度
で
す
が
、
近
年
の
森

林
の
生
物
多
様
性
に
対
す
る
国
民
の
認
識
の
高

ま
り
や
、
学
術
的
な
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
踏
ま
え
、保
護
林
の
設
定
状
況
や
保
護
・

管
理
状
況
に
お
け
る
課
題
等
の
点
検
・
整
理
を

行
う
た
め
に
「
保
護
林
制
度
等
に
関
す
る
有
識

者
会
議
」
を
平
成
26（
２
０
１
４
）年
６
月
か
ら

平
成
27（
２
０
１
５
）年
２
月
に
か
け
て
開
催
し

ま
し
た
。
同
会
議
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
報
告

を
基
に
、
平
成
27（
２
０
１
５
）年
９
月
に
保
護

林
制
度
の
改
正
を
行
い
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
で
は
、
森
林
生
態
系
や
個
体
群

の
持
続
性
に
着
目
し
た
分
か
り
や
す
く
効
果

※「復元」：目標林型を明確化し、長期にわたる取組を通じて保護林を管理。写真は、長野県木曽地方のヒ
ノキ人工林を温帯性針葉樹林へ復元するイメージ

大正 5 年に保護林に指定された長野県の上高地 嵐山保護林の図面（写真は昭和 14 年調製のもの） 大正 4 年に保護林に指定された京都府の嵐山
（現在は「レクリエーションの森」として管理）

他制度の活用、
施業上の配慮を検討

既存の保護林を今後数年間かけて新たな保護林区分に再編

実線：基本的な移行
点線：現状の保護林の性格を踏まえた移行

図１　保護林の再編
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